
社
会
科
教
育
講
座
・
教
授
 

竹
田
　
　
有
 

学
校
教
育
講
座
・
教
授
 

瓜
生
　
淑
子
 

■
組
合
史
か
ら
社
会
史
へ
 

 　
私
の
研
究
分
野
は
ア
メ
リ
カ
労
働
史
で

す
が
、
労
働
組
合
と
か
団
体
交
渉
と
い
う

言
葉
は
最
近
で
は
ダ
サ
イ
し
、
ク
ラ
イ
印

象
を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
二
十
年
ば
か
り
の
間
に
労
働
史
研
究
も

随
分
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。 

　
働
く
者
が
も
つ
信
条
、
慣
習
、
文
化
が
分

析
の
対
象
と
な
り
、
人
種
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
の
場
合
、
労
働
者
の
住
宅
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
関
心
か
ら
、
階
級
、
人
種
、
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
居
住
空
間
の
分
離
と

い
う
都
市
史
の
領
域
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。
狭
い
組
合
史
か
ら
社
会
史
へ
と
興
味

が
拡
大
し
た
わ
け
で
す
。 

■
資
本
主
義
は
人
を
幸
せ
に
す
る
の
か
 

 　
と
は
言
っ
て
も
職
場
で
の
権
力
関
係
、

労
使
関
係
は
常
に
私
の
関
心
の
中
心
に
あ

り
、
最
近
の
情
容
赦
の
無
い
雇
用
リ
ス
ト

ラ
は
、「
民
主
主
義
は
工
場
の
門
前
で
立
ち

す
く
む
」
状
況
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
資
本
主
義
は
奴
隷
制

と
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
も
開
発
独
裁
と
も
手

を
結
べ
る
の
で
す
か
ら
、
飽
く
な
き
利
潤

追
求
と
い
う
資
本
主
義
の
原
理
に
対
抗
的

な
労
働
運
動
、
社
会
福
祉
活
動
、
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
、
環
境
保
護
運
動
な
ど
の
頑
張
り
で
、

よ
う
や
く
「
人
間
の
顔
を
し
た
」
資
本
主
義

と
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

■
こ
れ
か
ら
の
歴
史
学
 

 　
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
核
と
し
て
十
六
世

紀
に
成
立
し
た
資
本
主
義
は
、
十
九
世
紀

末
に
地
球
大
に
拡
大
し
、
今
や
旧
ソ
連
に

続
い
て
中
国
へ
と
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
資
本
主
義
の
分
析
と
理
解
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
歴
史
学
が
正
面
か
ら
取
り
組

む
べ
き
、
最
も
切
実
な
課
題
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。 

■
J
R
が
保
育
園
経
営
 

 「
J
R
西
日
本
が
三
月
か
ら
東
海
道
線
六

甲
道
駅
構
内
に
保
育
園
開
設
」
と
い
う
新
聞

記
事
（
朝
日
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
十
一

日
付
）
の
読
み
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
こ
の

日
の
ゼ
ミ
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

 学
生
一
「
こ
れ
っ
て
、
ま
る
で
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。」 

瓜
　
生
「
一
時
保
育
も
O
K
と
い
う
こ
と
だ

か
ら
、
ま
さ
に
そ
う
だ
ね
。」 

学
生
二
「
保
育
時
間
も
夜
十
時
ご

ろ
ま
で
ら
し
い
で
す
ね
。」 

瓜
　
生
「
早
朝
、
一
時
駅
で
預
か

っ
た
後
、
保
育
園
ま
で
送

迎
バ
ス
で
軈
宅
配
軋
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
そ
う
よ
。」 

学
生
三
「
園
庭
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
ね
。
親
に
と
っ
て
便

利
に
な
る
こ
と
だ
け
で
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。」 

瓜
　
生
「
企
業
的
セ
ン
ス
で
サ
ー

ビ
ス
合
戦
に
な
り
か
ね
な

い
ね
。」 

■
子
ど
も
本
位
の
保
育
を
 

 学
生
四
「
保
育
園
の
バ
イ
ト
先
で
見
て
る
と
、

登
降
園
の
と
き
に
、
お
母
さ
ん
た
ち

っ
て
結
構
、
保
育
者
と
子
ど
も
の
話

や
ら
何
や
ら
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
や
こ
れ
や
あ
る
か
ら
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
あ
ず
け
ら
れ
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
ね
。」 

瓜
　
生
「
九
〇
年
代
に
入
っ
て
政
府
も
少
子

化
対
策
に
力
を
い
れ
だ
し
た
け
れ
ど
、

軈
規
制
緩
和
軋が
政
策
の
前
提
に
あ

る
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
や
成

長
に
と
っ
て
何
が
譲
れ
な
い
保
育

の
条
件
な
の
か
、
と
い
う
点
を
抜
き

に
し
た
性
急
さ
が
心
配
だ
ね
。」 

…
…
な
ど
な
ど
ゼ
ミ
の
議
論
は
尽
き
ま
せ
ん
。 
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理
科
教
育
講
座
・
助
教
授
 

松
山
　
豊
樹
 

音
楽
教
育
講
座
・
教
授
 

福
田
　
清
美
 

■
謎
の
研
究
室
 

 　
近
年
、
附
属
小
学
校
の
生
徒
た
ち
が
突
然

研
究
室
に
乱
入
し
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
ド
ア
ホ
ン
が
気
に
入

っ
た
の
か
、
ピ
ン
ポ
ー
ン
と
鳴
ら
し
て
、
な

だ
れ
込
み
質
問
攻
め
に
す
る
。 

　
研
究
室
内
に
は
、
ま
ず
黒
板
。
英
数
字
、

ギ
リ
シ
ャ
文
字
、
奇
妙
な
記
号
が
所
狭
し
と

並
ん
で
い
る
。
机
の
上
の
山
積
み
さ
れ
た
専

門
書
。
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
は
二
つ
の
銀
河
の

衝
突
シ
ー
ン
。
さ
ら
に
奥
に
踏
み
込
む
と
、

大
歓
声
が
上
が
る
。
巨
大
な
水
槽
に
ヘ
ビ
の

様
な
頭
を
持
っ
た
生
き
物
が
泳
い
で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
は
輝
く
。 

■
自
然
の
摂
理
は
軈
数
理
軋
 

 　
私
の
専
門
は
理
論
物
理
学
。
究
極
物
質
を

追
求
す
る
素
粒
子
論
、
宇
宙
の
創
世
・
進
化

を
探
る
量
子
宇
宙
論
の
研
究
で
あ
る
。
時
間
、

空
間
、
物
質
を
突
き
詰
め
て
行
く
と
、
動
か

し
難
い
確
信
が
芽
生
え
る
。軈
自
然
は
、
ま
っ

た
く
も
っ
て
数
学
的
で
あ
る
軋と
。 

　
し
か
も
、
そ
の
数
理
は
素
粒
子
や
初
期
宇

宙
と
い
う
極
限
的
存
在
に
の
み
な
ら
ず
、
身

近
の
自
然
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
も
し
宇

宙
の
設
計
者
（
神
）
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、

神
は
数
学
者
で
あ
る
。
極
め
て
優
れ
た
い
く

つ
か
の
数
理
構
造
を
用
い
て
宇
宙
を
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
に
違
い
な
い
。
存
在
を
超

え
た
普
遍
数
理
。
そ
れ
が
私
の
研
究
テ
ー
マ

な
の
で
あ
る
。 

■
量
子
力
学
か
ら
漁
師
？
力
学
 

 　
超
ミ
ク
ロ
の
例
え
ば
電
子
の
振
る
舞
い

を
説
明
す
る
量
子
力
学
が
、
生
態
系
の
個
体

数
推
定
の
手
法
に
援
用
で
き
る
と
聞
い
た

ら
ど
う
思
う
か
。
魚
類
生
態
系
を
相
手
に
し

た
な
ら
ば軈
漁
師
軋力
学
で
あ
る
。
鹿
や
熊
だ

っ
た
ら軈
猟
師
軋力
学
と
な
る
。 

　
命
名
は
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
る
が
、
中
身
は
大

真
面
目
。
普
遍
数
理
へ
の
確
信
が
生
ん
だ
創

作
の
ご
く
一
例
で
あ
る
。 

　
こ
の
レ
タ
ー
に
不
思
議
を
感
じ
た
ら
、
ピ

ン
ポ
ー
ン
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
 

■
一
番
身
近
な
音
楽
手
法
　
 

 歌
は
一
番
身
近
で
手
軽
な
音
楽
手
法
と

思
わ
れ
ま
す
。
オ
ギ
ャ
ー
と
発
し
て
か
ら
、

お
お
か
た
の
人
に
と
っ
て
、
自
分
の
存
在
や

意
志
や
思
想
を
伝
え
る
方
法
が

言
葉
で
あ
る
以
上
、
歌
は
そ
の

人
の
命
の
輝
き
と
と
も
に
、
声

と
言
葉
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
詩

情
や
感
情
を
さ
ら
に
大
き
な
感

動
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

■
声
楽
は
肉
体
と
精
神
と

知
力
の
習
練
 

 手
軽
と
言
い
ま
し
た
が
、
高

度
な
内
容
と
表
現
を
要
求
さ
れ

る
声
楽
分
野
に
つ
い
て
は
、
肉

体
的
、
精
神
的
、
知
的
な
習
練

が
不
可
欠
で
す
。 

さ
ら
に
声
楽
は
肉
体
的
な
成

熟
加
減
も
あ
り
、
大
学
卒
業
頃

か
ら
や
っ
と
そ
の
演
奏
方
法
に

目
覚
め
始
め
ま
す
が
、
多
く
は

社
会
に
出
て
個
人
的
に
勉
強
を

続
け
る
こ
と
は
制
約
や
困
難
が

多
い
の
で
す
。 

■
フ
ラ
ン
ス
近
代
歌
曲
に
魅
了
 

 卒
業
生
、
修
了
生
た
ち
の
そ
れ
以
後
の
勉

強
へ
の
情
熱
に
こ
た
え
て
、
歌
手
と
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
た
め
の
研
究
の
場
で
あ
る
「
フ
ラ
ン

ス
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
八
年
前
に
発
会
し

ま
し
た
。 

十
九
世
紀
後
半
か
ら
成
立
を
見
た
フ
ラ

ン
ス
近
代
歌
曲
を
中
心
に
、
勉
強
会
を
月
に

一
度
、
そ
し
て
年
に
一
回
、
発
表
コ
ン
サ
ー

ト
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
詩
人
と
作
曲
家

の
魂
の
融
合
と
も
言
う

べ
き
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
の

作
曲
手
法
に
、
歌
手
の

み
な
ら
ず
ピ
ア
ニ
ス
ト

ま
で
が
の
め
り
込
む
魅

力
を
有
し
、
今
や
多
く

が
虜
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
現
役
の
学
生
に

は
四
年
前
か
ら
課
外
活

動
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
制

作
・
上
演
を
体
験
さ
せ

（
平
成
十
四
年
度
は
平

成
十
五
年
三
月
二
十
三

日
講
堂
に
て
、
プ
ッ
チ

ー
ニ
の
難
曲
「
ジ
ャ
ン

ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」）、
音

楽
的
向
上
と
発
展
の
た

め
、
気
軽
に
い
つ
ま
で

も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
提
供
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

松
本
光
康
氏
撮
影
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